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12月3日から9日は12月3日から9日は「障害者週間」です！「障害者週間」です！

�◎�障害者週間とは…
　国民の間に「障がい者の福祉」について広く関心と理解を
深めるとともに、障がい者が社会、経済、文化その他あらゆ
る分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的
とした週間です。
　この機会に、「共生社会（障がいの有無に関わらず、誰もが
人格と個性を尊重し支え合う社会）」の実現に向けて、身近に
ある「障がい者の福祉」に目を向けてみませんか。

　援助や配慮を必要としている事が、外見からは分からない
人が、カバン等に取り付けて持ち歩くことで、周囲の方に「配
慮を必要とする人」である事を知らせ、緊急時などの際、援
助を得やすくするためのマークが「ヘルプマーク」です。また、
「ヘルプカード」は、緊急時の連絡先などを記入して持ち歩く
ことができます。どちらも市社会福祉課で配付しています。
配付対象者／外見からは配慮や援助が必要と分かりにくい
　　方（配付に当たっては、手帳などの提出は不要ですが、
　　氏名や必要な理由を記載していただく必要があります。

�〇�ヘルプマーク・ヘルプカードを知っていますか？


